
（別紙３）

～ R7年11月30日

（対象者数） 25 （回答者数）
21

～ 令和7年12月15日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

次年度の毎月の研修会に加えて自社イベント等の開催

2

事例検討を通した実践的支援の周知

3

AIを使用して精度に準じた業務の洗い出しや最新治験を

取り入れ、論文ベースの治験を取り入れ、支援に充てる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

計画的な情報発信と研修の機会を検討

2

小集団での療育活動、屋外活動の実施。

必要に応じた内装工事の実施。

3

○事業所名 まかろんキッズ松崎教室

○保護者評価実施期間
R7年11月１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年12月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R８年1月２３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

地域でのイベント行事に参加 地域イベントでの事業所の特徴の説明や体験

療法士を中心としたオーダーメイドの運動プログラム 社内研修を通して運動の必要性や個々人に

合わせた運動プログラムの周知

音と空間の遮断が少ない。 事業所がワンフロア・防音ではない。

システムやAIを用いて、業務ミーティング・支援ミーティン

グ、保護者支援の実施

専門的コラムの作成、配布や支援精度の向上のためのPDCA

の実施

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報発信 支援についての具体的情報発信の低さ。

事業所における自己評価総括表公表


